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総 会 次 第 

 

議事 

1  議案第 1号  2021年度事業報告 

２  議案第 2号 2021年度会計決算報告・会計監査報告 

３  議案第 3号 松が丘小学校区まちづくり協議会規約の改正（案） 

４  議案第 4号 2022年度 役員改選(案) 

５  議案第 5号 2022年度 事業計画（案） 

６  議案第 6号 2022年度 予算（案） 
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議案第 1号 

202１年度事業報告 

（活動目的） 

松が丘小学校区まちづくり協議会は、松が丘小学校区にお住まいの皆さまが安全に安心

して、住み続けるために、住民相互の連携を図り、課題解決に取り組み、明るく元気なまち

づくりを推進することを目的とします。 

 

（活動内容） 

１ 地域の情報発信【総務・広報部会】 

まちづくり協議会の事業報告や行事案内、また地域での活動状況等について、地域にお

住いの方々にお知らせするための広報紙を発行し、ホームページにも掲載しました。  

◇広報紙 

 ・第５号 発行時期 ２０２１年８月  配布枚数 約 2,000部 

       内容 まちづくり協議会概要、２０２１年度組織体制・事業計画 

 ・第６号 発行時期 ２０２2年 2月 配布枚数 約 2,000部 

内容 ２０２１年度事業報告、住民アンケート、構成団体活動紹介 

 ◇ホームページ 

・定期総会「書面表決」の開催報告 

・くつろぎカフェ、映画上映会、避難所開設訓練のお知らせ 

・広報紙発行のお知らせ  等 

 

２ 地域交流及び多世代交流【多世代交流・福祉活動部会】 

（１） くつろぎカフェの開催  

   地域にお住まいの高齢者や障害のある方などの生活支援や外出支援の方策を調査

研究の一環として、地域住民が気軽に立ち寄り、居場所となる「くつろぎカフェ」を開催

しました。 

◇開催時期  毎月第３日曜日、9時 30分～11時 30分  ◇参加費 １００円 

◇開催場所  大原荘園公民館 

◇開催状況  実施日：２０２1年 7月 25日、8月 15日、9月 19日、10月 17日、 

11月 21日、12月 19日、2022年 3月 20日 

※新型コロナウィルス感染対策を行い開催 

◇延参加者  91名 

 

（2） 映画上映会の開催  

    コロナ禍でも十分な感染対策を行いながら、多世代交流につながる取組みとして映

画上映会を開催しました。また、来場者の皆様に住民アンケートを実施しました。 

◇開催時期  2022年１月１６日（日） １部：10時 30分～  ２部：13時 30分～ 

◇参 加 費  無料 

◇開催場所  三田市総合福祉保健センター多目的ホール 

◇内   容  1部（松が丘小学校児童と家族対象）「千と千尋の神隠し」  

２部（一般対象）「心の傷を癒すということ」 
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◇参 加 者  1部 27名 

２部 69名 

 

3 防災及び防犯【地域安全部会】 

コロナ禍でも災害時に地域の皆様がより安心して避難できるように感染対策に配慮して、

避難所開設訓練を実施する計画でしたが、まん延防止等重点措置が適用されたため、やむ

を得ず中止しました。 

（計画内容） 

◇開 催 日 ２０２2年１月２9日（土）9時３０分～１2時 

◇開催場所 松が丘小学校体育館 

◇対 象 者 まちづくり協議会役員・部会員 

◇訓練内容 ①防護服の着脱訓練 ②居住スペース区分け ③パーテーションテント 

設置 ④展示見学（段ボールベッド、防災資機材） ⑤受付訓練 

 

4 地域計画の策定【総務・広報部会】 

普段、様々な地域活動に関わっておられる皆さんが、松が丘小学校区の魅力や課題、や

ってみたいことなどについて、自由に意見を出し合うことで、松が丘小学校区の現状をみん

なで共有し、これからのまちづくりを考えていく機会となるよう「まちの今と未来を語る市民

談義」を開催する計画でしたが、まん延防止等重点措置が適用されたため、やむを得ず中

止しました。 

（計画内容） 

◇開 催 日 ２０２2年２月１２日（土）１３時～１５時 

◇開催場所 総合福祉保健センター多目的ホール 

◇対 象 者 まちづくり協議会役員・部会員、テーマに関心がある方 

◇内   容 第１部 人と自然の博物館高田研究員とゲストによる事例紹介とトーク 

第２部 参加者による意見交換会 

 

（会議関係） 

役員会  3回 

総務・広報部会 7回 

多世代交流・福祉活動部会 5回 

地域安全部会 6回 
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議案第２号 

2021年度 会計決算報告 

  事業期間 ２０２1年 4月 1日 ～ ２０２2年 3月 31日      
 収入金額 1,321,974 円 
 支出金額 1,321,935  円 

 差引残高 39 円 （繰越金） 

 

以上のとおりご報告いたします。   

  ２０２2年 3月 31日 
  松が丘小学校区まちづくり協議会 

   会 長 古 田 茂 充  印(捺印済み) 

   会 計 北 浦 尚 幸  印(捺印済み) 
   （捺印済み原本は会計担当が保管） 

 

（収入の部）    （単位：円） 

科目 予算額 決算額 差異 内容説明 

地域交付金 2,000,000 1,321,935 △678,065 差異分を三田市に返納 

自主財源等 100,010 11 △99,999 貯金利息  

前年度繰越金 28 28 ０  

収入計 2,100,038 1,321,974 △778,064   
     

（支出の部）    （単位：円） 

科目 予算額 決算額 差異 内容説明 

賃金 702,000 682,616 △19,384 事務局人件費 

報償費 95,000 5,000 △90,000 講師謝礼 

旅費 37,000 ０ △37,000  

需用費 220,000 96,844 △123,156 消耗品、印刷費 

役務費 218,000 176,586 △41,414 
電話・郵便代、振込手数料、保険
料等、インターネット設備使用料 

委託料 420,000 270,000 △150,000 映画上映会委託料 

使用料 
及び賃借料 

233,000 60,170 △172,830 会場使用料 

原材料費 35,000 ０ △ 35,000  

備品購入費 140,000 30,719 △109,281 備品購入費 

予備費 38 0 △38  

(小計） 2,100,038 1,321,935 △778,103   

翌年度繰越金 - 39    

支出合計 - 1,321,974    
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2021年度 会計監査報告 

 

 ２０２2年４月 5日（火）に、松が丘小学校区まちづくり協議会事務局（三田市立松

が丘小学校内）において、2021年度松が丘小学校区まちづくり協議会の会計監査

を実施した結果、帳票類及び証拠書類は正確かつ適正に処理されていることを確認

しましたので、ここに報告します。 

 

 

２０２2年 5月 14日 

 

 

監査役 田 口 秀 次○印 

監査役 足立恵美子○印 

（捺印済み原本は会計担当が保管） 
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議案第 3号  

松が丘小学校区まちづくり協議会規約の改正（案） 

現行 改正案 

（役員） 

第６条 協議会に、次の各号に掲げる役員を置く。 

（1）会長    １名 

（2）副会長   ２名 

（3）事務局長  １名 

(4)会計    １名 

(5)理事   若干名 

(6)監査役   ２名 

２ 役員は、総会において選任する。但し、理事は、

部会長を充てるものとする。 

３ 監査役は、他の役員を兼ねることはできない。 

４ 総会の承認を得て、協議会に顧問を置くことが

できる。 

（役員） 

第６条 協議会に、次の各号に掲げる役員を置く。 

（1）会長    １名 

（2）副会長   ２名 

（3）事務局長  １名 

(4)会計    １名 

(5)理事   若干名 

(6)監査役   ２名 

２ 役員は、総会において選任する。但し、理事は、

正副運営委員長を充てるものとする。 

３ 監査役は、他の役員を兼ねることはできない。 

４ 総会の承認を得て、協議会に顧問を置くことが

できる。 

 （専門部会） 

第１３条 専門部会は、必要に応じて専門的な事項

について活動を行う場合に設置することができ

る。 

２ 専門部会は、会長及び委員が推薦する者をもっ

て構成する。 

３ 専門部会は、専門部会員の互選により、部会長

及び副部会長を選出する。 

４ 専門部会長は、専門部会を代表し会務を総括

する。 

５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故が

あるとき又は部会長が欠けたときは、その職務を

代行する。 

６ 前条第４項から第７項までの規定は、部会の会

議について準用する。この場合において、同条第

４項から第７項までの規定中、「役員会」とあるの

は「部会」と、「会長」とあるのは「部会長」と読み

替える。 

 （運営委員会） 

第１３条 運営委員会は、必要に応じて専門的な事

項について活動を行う場合に設置することがで

きる。 

２ 運営委員会は、会長及び委員が推薦する者を

もって構成する。 

３ 運営委員会は、運営委員の互選により、運営委

員長及び副運営委員長を選出する。 

４ 運営委員長は、運営委員会を代表し会務を総

括する。 

５ 副運営委員長は、運営委員長を補佐し、運営委

員長に事故があるとき又は運営委員長が欠けた

ときは、その職務を代行する。 

６ 前条第４項から第７項までの規定は、運営委員

会の会議について準用する。この場合において、

同条第４項から第７項までの規定中、「役員会」と

あるのは「運営委員会」と、「会長」とあるのは「運

営委員長」と読み替える。 

( 参 考 資 料 ) 

(第５条、第１３条関連) 

部会の各種構成団体  

部 会 名 主 体 と な る 構 成 団 体 

総務・広報
部会 

区長・自治会長等 

多世代交

流・福祉活

動部会 

区長・自治会長、ふれあい活動

推進協議会、民生委員・児童委

員、健康推進員、松が丘小学校

ＰＴＡ、スポーツクラブ 21松が

丘、老人会、まちづくりサポータ

ー 

地域安全 

部会 

区長・自治会長、自主防災組

織、防犯協会三輪南支部、青少

年補導員、まちづくりサポータ

ー 
 

( 参 考 資 料 ) 

部会制の廃止により、削除 
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現行 改正案 

（第１３条関連） 

各部会活動 

部 会 名 活  動  内  容 

総務・広報

部会 

地域計画の推進、広報紙の発

行、ホームページの管理運営、

住民アンケートの実施、ワーク

ショップの実施等 

多 世 代 交

流・福祉活

動部会 

多世代交流活動（祭り、スポー

ツ、映画鑑賞等イベントの開催

等） 

福祉活動（コミュニティカフェ、

健康ウォーキング等による外出

機会の創出、高齢者への生活

支援や見守り、子どもの健全育

成等） 

地域安全 

部会 

防災及び避難所運営訓練、防

犯パトロール、通学路の安全パ

トロール、安全安心なまちづくり

にかかる講演会等 
 

 

部会制の廃止により、削除 
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議案第 4号 

２０２2年度 役員改選(案) 

役   職 氏   名 所属団体等 

会 長 古 田  茂 充 区長・自治会長会 

副 会 長 
（ 事務局長兼務 ） 

内 田  誠 まちづくりサポーター 

副 会 長 福 井 香 世 ふれあい活動推進協議会 

会 計 伊 賀 家 光 区長・自治会長会 

理          事  
（ 運 営 委 員 長 ） 

佐 々 木 昭 司 スポーツクラブ 21松が丘 

理          事  
（ 副運営委員長 ） 

中 根 和 子 民生委員・児童委員 

監 査 役 田 口 秀 次 区長・自治会長会 

監 査 役 足 立 恵 美 子 健康推進員 

 

 

 

 

 

 

 

顧 問 大 向  勲 松が丘小学校長 

顧 問 菅 野 英 隆 まちづくりサポーター 
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議案第 5号  

２０２２年度 事業計画（案） 

活動の目的 協議会は、松が丘小学校区にお住まいの皆さまが安全に安心して、
住み続けるために、住民相互の連携を図り、課題解決に取り組み、明る
く元気なまちづくりを推進することを目的とします。 

活動の内容 

 

協議会は、活動の目的を達成するために、下記の内容について地域
団体・民間団体・行政など様々な主体との協働を通じて、地域づくりの
推進を図ります。 

1. まちづくり協議会や地域のイベント、会議等の取り組み状況につい
て、ホームページや広報紙の発行（年３回）により地域住民に周知
します。 

2. まちづくり協議会の活動を通じて地域計画の作成に取り組みます。 

3. 地域課題の解決に向けた取組みを検討します。 

4. まちづくり協議会の構成団体への必要な支援を検討します。 

5. 災害時に備えて松が丘小学校区内の一時避難所に指定されてい
る松が丘小学校での防災訓練を実施します。また、防災指導者育
成のための研修派遣等を検討します。 

6. 生活の身近にある犯罪や事故等について、住民が被害にあわな
いように手口や対策を学び、未然に防止する講習会や啓発に取り
組みます。 

7. 松が丘小学校区内の地域交流や多世代交流を推進するため、映
画鑑賞会、囲碁ボール大会、eスポーツ事業等を実施します。 

8. 地域住民の居場所づくりや地域交流を図るために、「まち協カフ
ェ」を継続的に実施します。 

9. 上記の事業を推進するため、先進地視察やワークショップ等を行
います。 

活動の工夫 

 

1. 地域の中心に位置する松が丘小学校内に事務局を設置したことに
より、まちづくり構成団体との情報共有や連携をより一層深めてい
けるようにします。 

2. 運営委員会が専門的かつ重点的に調査研究や各種活動を行うこ
とで、効率的かつ効果的な事業推進を図ります。 

3. 新型コロナウィルス感染拡大への対応など、事業の実施について
は、安全対策に十分配慮し取り組みを進めます。 
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議案第 6号  

２０２2年度 予 算 （案） 

事業期間：２０２2年 4月 1日～２０２3年 3月 31日 
（収入の部）                                                単位：円 

科目 
本年度予算額 前年度予算額 差異 

内容説明 
(A) (B) (A)-(B) 

地域交付金 2,000,000 2,000,000 0   

自主財源等 10 100,010 ▲100,000 預金利息                    10 

前年度 

繰越金 
39 28 11    

収入計 2,000,049 2,100,038 ▲99,989   

（支出の部）                                                単位：円 

科目 
本年度 

予算額(A) 

前年度 

予算額(B) 

差異 

(A)-(B) 

(A)の内訳 
内容説明 

交付金 その他 

賃金 773,760 702,000 71,760 773,760   事務局人件費 

報償費 80,000 95,000 ▲15,000 80,000  
地域計画策定謝
礼、防災訓練景品
等 

旅費 36,000 37,000 ▲1,000 36,000  
防災リーダー派遣
旅費（車借り上げ）
等 

需用費 348,240 ２20,000 128,240 348,240  

広報紙、チラシ印
刷、消耗品、防災
訓練非常食、防犯
啓発資料、囲碁ﾎﾞｰ
ﾙ参加賞、お茶代等 

役務費 242,000 218,000 24,000 242,000  

インターネット回線
使用料、イベント保
険料、電話代、郵
便代、振込手数
料、労災保険等 

委託料 270,000 420,000 ▲150,000 270,000  映画鑑賞会等委託 

使用料及び 

賃借料 
110,000 233,000 ▲123,000 110,000  

イベント・会議等会
場使用料、通行料
（防災リーダー派
遣）等 

原材料費 0 35,000 ▲35,000 0   

備品購入費 140,000 140,000 0 140,000  
eスポーツ備品、
事務局備品等 

予備費 49 38 11 0 49   

支出計 2,000,049 2,100,038 ▲99,989 2,000,000 49   

 



 

添付資料-①

 

松が丘小学校区まちづくり協議会規約 改正後 

第１章 総則 

（名称及び事務所） 

第１条 本会は、松が丘小学校区まちづくり協議会（以下、「協議会」という。）と称する。 

２ 協議会の事務所は、松が丘小学校内(三田市川除 535番地)に置く。 

 （対象区域） 

第２条 協議会の対象区域は、松が丘小学校校区（以下、「校区」という。）とする。 

 （目的） 

第３条 協議会は、松が丘小学校区にお住まいの皆さまが安全に安心して、住み続けるた

めに、住民相互の連携を図り、課題解決に取り組み、明るく元気な、まちづくりを推進す

ることを目的とする。 

 （活動） 

第４条 協議会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

(1) 協議会の予算、決算等に関すること。 

(2) 広報に関すること。 

(3) 住民交流の促進に関すること。 

(4) 安全、安心な地域づくりに関すること。 

(5) 福祉や生涯支援及び健康増進に関すること。 

(6) 前各号に掲げるもののほか、住みよい地域コミュニティの推進に関すること。 

２ 協議会は、活動にあたって、特定の宗教活動又は政治活動を目的とする活動は行わな

い。 

第２章 組織及び役員 

 （組織） 

第５条 協議会は、（別表）に定める各種団体等で構成する。 

２ 協議会への新たな団体等の参加については、総会の議決によるものとする。 

（役員） 

第６条 協議会に、次の各号に掲げる役員を置く。 

（1）会長    １名 

（2）副会長   ２名 

（3）事務局長  １名 

(4)会計    １名 

(5)理事   若干名 

(6)監査役   ２名 

２ 役員は、総会において選任する。但し、理事は、正副運営委員長を充てるものとする。 

３ 監査役は、他の役員を兼ねることはできない。 

４ 総会の承認を得て、協議会に顧問を置くことができる。 

 （役員等の職務） 

第７条 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を

代行する。



 

 

３ 事務局長は、協議会の事務を統括する。 

４ 会計は、協議会の会計事務を担当する。                

５ 理事は、協議会の会務を執行する。 

６ 監査役は、協議会の会計について監査を行い、毎年定期総会に報告する。       

７ 顧問は、会長の要請に応じて会議に出席し、協議会の運営及び活動に関して意見を述

べることができる。 

 （役員の任期） 

第８条 役員の任期は、定期総会の日から次の定期総会の終結の時までとする。但し、補

欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 役員は再任することができる。 

第３章 会議 

 （総会）                                          

第９条 総会は、協議会の最高議決機関とし、構成団体等（別表）の代表者及び代表者が

推薦する者（以下、「委員」）によって構成する。   

２ 総会は、次の事項を審議し、承認及び議決を行う。  

 （1）事業計画及び予算に関する事項  

 （2）事業報告及び決算報告に関する事項  

 （3）協議会の組織、構成団体、委員に関する事項  

 （4）役員の選任に関する事項   

 （5）規約の改廃に関する事項  

 （6）前各号に掲げるもののほか、協議会の運営に関し重要な事項   

３ 総会は、会長が招集する。 

４ 総会は、委員の過半数の出席（委任状を含む。）をもって成立する。           

５ 総会の議長は、出席した委員の中から選出する。  

６ 総会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、議長の決する

ところによることとする。   

７ 総会は、毎年１回開催するほか、会長が必要と認めたとき又は委員の半数以上の請求

があったときは、その都度臨時総会を開催しなければならない。 

 （総会の議事録）                                   

第１０条 総会の議事については、次の各号に掲げる事項を記載した議事録を作成する。    

(1) 日時及び場所 

(2) 委員の現在数と出席者数 

(3) 開催目的、審議事項及び議決事項 

(4) 議事の経過の概要及びその結果 

(5) 議事録署名人の選任に関する事項 

(議事録の公開) 

第１１条 校区住民および校区構成団体は、会長に申出のうえ、総会の議事録を閲覧するこ

とができる。 

２ 会長は、協議会の活動内容を広く周知するため、総会の議事要旨について、さまざまな

手法により公開しなければならない。                               

（役員会） 

第１２条 役員会は第６条第１項第１号から５号までに定める者をもって構成する。 

２ 役員会は、次の各号に掲げる事項を評議決定する。 

（1）事業計画案及び予算案の作成に関する事項 



 

（2）事業報告及び決算報告の作成に関する事項 

（3）評議決定した事項を校区住民に周知する事項 

（4）協議会の運営に関し緊急を要する重要事項 

（5）総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

３ 前項第４号の事項を評議決定したときは、会長は次の総会においてこれを報告し、その

承認を求めることとする。 

４ 役員会は、会長が必要に応じて招集し、会長がその会議の議長となる。 

５ 役員会は、役員会構成員の過半数（委任状を含む。）の出席をもって成立する。 

６ 役員会の議事は、出席構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

７ 会長は、必要があると認めるときは、役員会に関係者の出席を求め、説明又は意見を聞

くことができる。 

 （運営委員会） 

第１３条 運営委員会は、必要に応じて専門的な事項について活動を行う場合に設置する

ことができる。 

２ 運営委員会は、会長及び委員が推薦する者をもって構成する。 

３ 運営委員会は、運営委員の互選により、運営委員長及び副運営委員長を選出する。 

４ 運営委員長は、運営委員会を代表し会務を総括する。 

５ 副運営委員長は、運営委員長を補佐し、運営委員長に事故があるとき又は運営委員長

が欠けたときは、その職務を代行する。 

６ 前条第４項から第７項までの規定は、運営委員会の会議について準用する。この場合に

おいて、同条第４項から第７項までの規定中、「役員会」とあるのは「運営委員会」と、「会

長」とあるのは「運営委員長」と読み替える。 

第４章 事業計画および予算 

 （事業計画及び予算） 

第１４条 協議会の事業計画及び予算は、役員会がその案を作成し、総会の議決を経て定

めなければならない。 

２ 事業計画及び予算を変更するときは、前項の規定を準用する。 

 （事業報告及び決算報告） 

第１５条 協議会の事業報告及び決算報告は、毎会計年度終了後速やかに役員会が作成

し、監査役の監査を受け、総会の承認を得なければならない。 

第５章 事務局 

 （事務局） 

第 1６条 協議会の事務を円滑に執行するため、事務局を置くことができる。 

２ 事務局は、協議会及び構成団体等の事務を処理する。 

３ 事務局の運営に関する事項は、会長が役員会に諮り別に定める。 

第６章 会計等 

 （経費） 

第１７条 協議会の経費は、交付金、補助金、委託料、助成金、協賛金、寄附金その他の収

入をもって充てる。 

 （会計年度） 

第１８条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。 

 

 



 

 （監査と報告） 

第１９条 監査役は、会計年度終了後に監査（会計監査及び業務監査）を行い、総会に報告

する。 

 （会計及び資産帳簿の整備及び公開） 

第２０条 協議会は、会計の透明性を確保するため、会計及び資産に関する帳簿を整備し

なければならない。 

２ 校区住民は、会長に申出のうえ、会計及び資産に関する帳簿を閲覧することができる。 

但し、個人情報等公開することが適当でない情報が含まれている場合は、当該部分を除

いた帳簿を公開するものとする。 

第７章 その他 

(帳簿書類の保存期間) 

第２１条 会計に関する帳簿及び保存期間は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 収支予算書及び収支決算書 ５年 

(2) 帳簿等 ５年 

(3) 計算書類及び証拠書類 ５年 

(4) その他関係書類 ５年 

第８章 補則 

  (委任) 

第２２条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が役員

会に諮り別に定める。 

附 則 

 この規約は、平成３０年２月２２日から施行する。 

 この規約は、平成３０年５月２４日から施行する。 

 この規約は、令和３年５月１２日から施行する。 

この規約は、令和４年５月１4日から施行する。 

 

別表 （第５条、第９条関連） 

構成団体等 委員数 

区・自治会  6名 

民生委員・児童委員  6名以内 

ふれあい活動推進協議会  6名以内 

老人会  6名以内 

防犯協会  3名以内 

健康推進員  6名以内 

松が丘小学校ＰＴＡ  1名 

スポーツクラブ 21松が丘  1名 

青少年補導員  6名以内 

自主防災組織  6名以内 

まちづくりサポーター 若干名 

 


